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棚田や段畑は人口減少と過疎化が進行する中山間地域において活力ある地域をつくるための重要な資源

となっている.そのような状況の中,徳島県吉野川市美郷大神では2009年に設立された「石積み学校」によ
り石積みの修復活動が実践され,観光資源である石積みの維持と継承に寄与している.また一方で世帯数の
減少による耕作物や管理形態が変化し,今後の耕作地の在り方について議論が必要な状況である.本研究で
は2012年と2016年の調査結果を比較し,大神集落の耕作状況の変化と石積みの保全実態を把握した.その結
果,手入れの省力化のために観賞用花木が増加していること,崩壊する箇所が増加する中,石積み学校の活動
が良好な石積みの保全に一定程度寄与していることが明らかになった. 
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１．はじめに 
	

(1)研究背景 

棚田や段畑などの農村景観は「重要文化的景観」とし

て文化財の対象となったり,観光資源として着目される

など,人口減少と過疎化が進行する中山間地域において

活力ある地域をつくるための重要な資源となっている.	

棚田や段畑は耕作地と,それらを支える擁壁である石

積みから成り立つが,どちらも草刈りや修復などの定期

的な手入れによって支えられている.そのため,手入れの

担い手となる住民が減少または高齢化することで棚田や

段畑の保全が困難になる.特に石積みについては,重要文

化的景観として景観計画区域内にあり,届け出対象であ

っても,建設業者に事業として修復を依頼するとコンク

リートを用いた擁壁で修復されるケースが多く,後世に

渡り,美しい資源として保全するに当たり,困難を抱えて

いる.	

そのような状況の中,徳島県吉野川市美郷大神におい

て,2000年代から石工の高開文雄氏を講師として大学生

と連携し,石積みの修復活動を実践するなど,石積みの保

全において先進的な取り組みを実践している.2009年以

降は真田純子氏（当時:徳島大学助教,現:	東京工業大学

准教授）が立ち上げた「石積み学校」1)として組織的に

活動している.	

一方で,耕作地は世帯数の減少に伴い手入れが困難に

なり,耕作物や維持管理形態が変化している.世帯数減少

と高齢化の下,耕作面がどのように変化したか実態を把

握し,今後の耕作地の在り方について議論する材料が必

要である.	

	

(2)研究目的 

世帯数減少と高齢化が進展する大神集落において,以

下の2点を明らかにすることを研究目的とする.①耕作物

と耕作物の管理形態がどのように変化しているのか.②

2009年から組織的に活動している「石積み学校」による

石積みの良好な保全にどれほど寄与しているのか.	

	

	

２．研究の概要 

	

(1)既往研究 

高開集落を対象とした研究は,三宅らの研究2)3)4)がある.

これらの論文では石積み保全のための活動記録,石積み

の修復箇所や担い手の変遷について言及している.また,

本研究の石積み修復の2012年以前の活動記録については,

金子の講演集に依る5).	

石積み学校の設立経緯や活動については,真田の講演

集に詳しい6).	

	

	



	

(2)研究の流れ 

大神集落の石積みの保全実態と耕作状況の変化をヒア

リング及び現地踏査から明らかにする.	

	

	

３．対象地の概要 

	

(1)吉野川市美郷地区の概要 

大神集落のある美郷地区は徳島県のほぼ中央に位置し,

四国山地に囲まれた山村である(図-1).平成16	年に鴨島

町,川島町,山川町及び美郷村が合併して吉野川市となっ

た.美郷地区は総面積50.47平方km,人口は1132人(平成22

年国勢調査)である.昭和35年の人口が4807人であったこ

とから過疎化が顕著である.	

こうした状況に対応すべく,平成19年度から美郷商工

会が中心となって「キレイのさと美郷」をコンセプトに

掲げ,「地域資源活用による新たな特産品づくりと,人の

魅力による『食』と『暮らし』体験観光による地域経済

の活性化」を基本方針とした様々な取り組みが展開され

ている.具体的には美郷地区の食材を使った料理の開発,

販売ルートの新規開拓,蕎麦作りなどの体験メニューの

作成やこれらに伴う旅行の商品化やパンフレットの作成

による情報発信などである.	

その一環として,高開集落では石積みのライトアップ

などのイベント企画や広報などが行われている.	

平成22年度には「NPO法人美郷宝さがし探検隊」が発

足し,平成23年に美郷ほたる館の指定管理者となって,地

域活動を実践している.	

	

図-1	 美郷地区と大神集落の位置	

	

(2)大神集落の概要 

本研究で対象とする字大神は美郷地区内に位置する.

字大神は北部の尾根筋と川田川及びその支流に囲まれた

範囲であり,高開,大神,中屋の3つの集落から構成される

(図-2).現在,総戸数は11戸である.	

	

図-2	 大神集落の位置	

	

	

４．調査の概要 

2012年と2016年の現地調査の概要を表-1に示す．	

	

表-1	 調査の概要	

2012年調査（第1回,第2回） 

日時 2012.8/22-27, 11/26-28 

調査対象地 徳島県吉野川市美郷字大神 

調査内容 

【ヒアリング調査】（対象者7名） 

・過去,現在の耕作物 

・耕作物の変化の理由 

【現地踏査】 

・石積みの位置,状態（草の生え具合,孕み具合） 

・耕作状況 

2016年調査（第3回） 

日時 2016.8/24-26 

調査対象地 徳島県吉野川市美郷字大神 

調査内容 

【ヒアリング調査】（対象者8名） 

・過去,現在の耕作物 

・耕作物の変化の理由 

【現地踏査】 

・石積みの位置,状態（草の生え具合,孕み具合） 

・耕作状況 

	

	

５．大神集落の耕作状況の変化 

 

(1)美郷地区の耕作の歴史 

美郷地区の耕作の歴史を1969年に発刊された美郷村史
7)から概観する.	

過去から美郷地区の耕作地は大部分が傾斜地に開かれ

た畑であった.水は浸食された低い谷をはって流れるが

灌漑用水はほとんどなく,稲作よりも畑作が盛んであっ

た.江戸時代には年貢のための米,麦や豆類の栽培が盛ん

であった.明治の後期から葉藍,煙草,桑の商用作物の栽

培が盛んになり,市場のニーズに合わせて耕作物の生産

は盛衰を繰り返し,昭和後期辺りから現在見られる耕作

状況の基礎ができあがった.	

 



	

(2)耕作状況の変化 

2012年と2016年の現地踏査結果を比較し,耕作状況の

変化の実態を明らかにする．耕作状況は,大神集落の主

要な作物の8分類とした(表-2).	

	

表-2	 耕作物の分類と特徴	

耕作物 耕作地の特徴 

茶 日当たりが良すぎない平地や敷地が狭い平地. 

梅 日照時間が比較的短い斜面の中腹部以下で集約. 

柚子 一部の敷地で集約. 

夏蜜柑・栗 一部の敷地で集約. 

商用作物 比較的敷地面積が大きい平地. 

自家用作物 家に近い平地. 

観賞用花木 手入れが困難になった平地. 

荒れ地・その他 手入れしない平地が3年後に荒れ地となる. 

	

	

a)2012年の耕作状況 

耕作地は合計で217枚あり,その内梅が48枚で最も多く,

次いで茶と柚子が34枚で多い.多くの観光客が訪れる高

開エリアは観賞用花木の割合が高い.また,住居の近隣の

耕作地は自家用作物の割合が高い.さらに,比較的住居か

ら離れているか,地主が他集落に住んでいるなどの耕作

地は,柚子など商用の単一の農作物が比較的大規模に耕

作されている.	

次に耕作物の傾向からエリアの特徴を分類した.	

	

表-3	 エリアの分類と特徴	

エリア名 エリアの特徴 耕作物の特徴 

高開エリア 

「高開の石積み」として観光

客が多く訪れる.日当たりが

良く,乾燥している. 

観賞用佳木の割合が高

い. 

半放置エリア

（北） 

大半の耕作地の地主が他

集落に居住している. 

比較的手入れが少ない

梅の割合が高い. 

半放置エリア

（南） 

大半の耕作地の地主が他

集落に居住している. 

比較的手入れが少ない

梅の割合が高い. 

農住近接エ

リア 

家屋が密集している. 自家用作物の割合が高

い. 

集営農地エ

リア（西） 

大半の耕作地が耕作地に

隣接していない集落内の住

民が地主となっている. 

商用の夏蜜柑・栗の割

合が高い. 

集営農地エ

リア（東） 

耕作条件が良い土地を求

めて移住してきた住民が開

拓した土地である. 

商用の柚子の割合が高

い. 

	

b)2016年の耕作状況 

2016年には合計197枚の耕作地の内,14枚の耕作地が変

化した.増加した耕作地は観賞用花木が7枚で最も多く,

次いで荒れ地・その他が3枚で多い.一方で減少した耕作

地は茶が4枚で最も多く,次いで自家用作物が3枚で多い.

耕作を維持するために必要な手入れの頻度が高い耕作物

である.変化した耕作地は,家屋に近い.柚子など商用の

単一の農作物が比較的大規模に耕作されている集営農地

エリアの耕作物は変化がほとんどないが,草刈りがされ

ていないなど,放置されている耕作地もある. 

	

表-4	 耕作地の変化	

作物 
2012年 2016年 増減 

枚数 割合 枚数 割合 枚数 割合 

茶 34 16% 30 14% -4 -2% 

梅 48 22% 49 23% 1 0% 

柚子 34 16% 33 15% -1 0% 

夏蜜柑・栗 22 10% 21 10% -1 0% 

商用作物 9 4% 7 3% -2 -1% 

自家用作物 27 12% 24 11% -3 -1% 

観賞用花木 11 5% 18 8% 7 3% 

荒れ地・その他 32 15% 35 16% 3 1% 

合計 217 100% 217 100% 0 0% 

 

(3)耕作地の変化の要因 

耕作地の変化をヒアリング調査と現地踏査より明らか

にし,変化の要因について,ヒアリング調査より明らかに

した.2012年から2016年の4年間で,14枚の耕作地が変化し

ていることが明らかになった.変化後の耕作地は,観賞用

花木が変化した耕作地の5割を占め,最も多い.また,耕作

地が変化した要因としては,「手入れの省力化」が5割で

最も多い（表-5）.手入れの省力化の背景として,大神地

区の世帯数が2012年の13世帯から2016年の11世帯に減少

したことに加え,住民の高齢化による耕作不能が挙げら

れる（表-6）.	

耕作地が変化した理由の大半は手入れができないか省

力化するためであるが,一部の耕作地では,転入者の増加

により,手入れに余力ができたため,新たに作物を植える

箇所も見られる.	

また,観賞用花木に変化した理由は,「手入れの省力化」

が主な理由であるが,対岸の道路から見た景観を美しく

するためなど集落を魅力的に整備する意図も理由として

挙げられる.	

	

表-5	 耕作物の変化と理由	

番号 2012年 2016年 変化の理由 

1 夏蜜柑・栗 荒れ地・その他 高齢化 

2 商用作物 荒れ地・その他 高齢化 

3 夏蜜柑・栗 荒れ地・その他 高齢化 

4 柚子 観賞用花木 手入れの省力化 

5 柚子 観賞用花木 手入れの省力化 

6 茶 観賞用花木 手入れの省力化 

7 茶 観賞用花木 手入れの省力化 

8 茶 観賞用花木 手入れの省力化 

9 商用作物 樹林地 その他 

10 自家用作物 観賞用花木 高齢化 

11 荒れ地・その他 柚子 余力ができた 

12 夏蜜柑・栗 柚子 余力ができた 



	

13 柚子 梅 手入れの省力化 

14 茶 観賞用花木 手入れの省力化 

	

	 	

図-2	 左:観賞用花木	右:柚子	

	

表-6	 大神集落の人口の変化（2016年ヒアリング調査より）	

年

度 

人口 増加 減少 

男 女 計 

世

帯

数 

出

生 

転

入 
計 

死

亡 

転

出 
計 

2012 11 12 23 13 0 0 0 0 0 0 

2013 11 12 23 13 0 0 0 1 0 1 

2014 10 12 22 13 0 4 4 0 1 1 

2015 10 15 25 12 0 0 0 2 1 3 

2016 9 14 23 11 0 0 0 0 0 0 

	

(4)耕作地の手入れの形態の変化 

大神地区の耕作地は,住民の死去や転出により,手入れ

ができずに荒れ地になった耕作地は3枚のみで少ない.こ

の理由として,手入れが困難な耕作地ができると家族や

近隣居住者,NPO法人が手入れをするなど,新たな主体が

手入れをしていることが挙げられる.3年間程度,手入れ

をせずに耕作地を放置しておくと,荒れ地になり,耕作地

としての維持が困難になる.例えば,葉物の耕作地は地中

深くまで雑草の根が張り,土起こしに多大な労力が必要

となる.また,梅は枝を剪定しなければ実が成らず,茶は

茶の実を剪定しなければ,茶葉が十分に生育しなくなる.	

次に新たな手入れの形態について述べる.	

a)家族または親類による手入れ 

死去または転出した世帯の家族や親類が手入れをする

ケースである.大神集落では7戸の空き家の内,5戸がこの

ケースに当てはまる.月に数回程度,空き家に訪れ,草刈

りなどの手入れや家屋の管理をしている.手入れする方

は大神集落から30分以内にアクセスできる近隣の吉野川

市内から訪れている.死去または転出する世帯は,80歳以

上の高齢者が多く,手入れする方の大半が60歳以上であ

る.	

b)近隣居住者による手入れ 

死去または転出した世帯の耕作地に隣接する居住者が

手入れをするケースである.所有耕作地の雑草の繁茂や

害虫の繁殖を防ぐために,除草剤を散布するなどの手入

れを実施している.	

	

c)NPO法人美郷宝さがし探検隊による手入れ 

NPO法人美郷宝さがし探検隊が2014年から維持管理で

きなくなった梅林を剪定し,梅の収穫を体験できる梅ち

ぎり体験として観光資源としている.	

d)ボランティアによる手入れ  

徳島県が実施している応援し隊事業を活用し,企業や

団体が2014年から手入れが困難な耕作地の草刈りや除草

を実施している.	

 

６．大神集落の石積みの保全実態 

 

石積みを維持するためには,石積みの間に生える草を

除去したり,土圧によって中腹部が膨らんだ箇所を積み

直すなど定期的に手入れをする必要がある.大神集落に

おいては,全ての道がコンクリートで整備される1990年

頃まで,公道に面する石積みを中心に集落の方が「手間

替え」と言う共同作業で石積みの修復を手がけていた◯).

それ以降,道路や擁壁は住民の管理の手から離れるとと

もに,石積み技術を保有する住民が少なくなり,石積みの

維持管理はほとんど行われなくなった.	

そのような状況の中,高開集落においては,石工である

高開文雄氏の指導の元,2000年前後から大学生や社会人

が石積みの修復に参加している．また,2013年3月からは,

石積み学校として石積みの修復活動を実施している.石

積み学校とは,石積みの修復を実践すると同時に石の積

み方を習う仕組みであり,真田純子氏が設立した組織で

ある.	

	

(1)崩れ箇所と修復箇所について 

石積みの2012年と2016年の現地調査の結果を図-7に示

す．	

a)崩れ箇所について 

崩れ箇所は,石積みの積石が崩落している箇所とした.

崩れ箇所は2012年の62箇所から2016年には73箇所とな

り,16箇所増加した.崩れ箇所の位置は家屋から遠い場所

が多く,崩れ箇所が集中している箇所は経年的な土砂滑

りが要因と想定される.	

石積みは定期的に修復をしなければ,崩れていく.石積

みが崩れる要因としては,1)大雨による裏込めの押し出

し,2)経年的な土砂滑り,3)杉などの樹木の根による圧迫

などが挙げられる.	

また,構造的に崩れやすい要因として,1)石積みの根本

付近にタテ石が立っている,2)四つ目など隣接する石同

士の噛合が悪いなどが挙げられる.	



	

	 	

図-3	 石積みの崩れ箇所	

	

b)修復箇所について 

2013年から2016年の間に修復された石積みの箇所数は

7箇所であった.その内,石積み学校が関わった修復箇所

は5箇所であり,また,高開文雄氏と石積み学校の石積み

修復活動とは別に修復した箇所が2箇所あった.この内,1

箇所は集落外の大工に頼んで修復した.また,1箇所は石

積み学校の講師である明石光弘氏が修復した.	

	

表-7	 石積み学校の修復活動の実績(2013年〜2016年)	

番号 開催日時	 修復面積	 参加者属性	

① 2013年7月14日〜15日 1.9m×5m 一般参加者 

② 2013年8月17日〜20日 1.9m×5m 大学生 

③ 2013年10月5日〜6日 2.3m×3.5m 一般参加者 

④ 2013年10月12日〜13日 2.3m×5.5m 一般参加者 

⑤ 2014年7月19日〜20日 1.2m×6m 一般参加者 

⑥ 2014年9月13日〜16日 2.4m×4m 大学生 

⑦ 2015年5月3日〜4日 1.5m×16m 一般参加者 

⑧ 2015年8月17日〜20日 1.4m×13m 大学生 

	

	 	

図-4	 石積みの修復箇所	 左：⑧	 右：④（石積み学校）	

	

	 	

図-5	 石積みの修復箇所（石積み学校以外）	

 

 

７．結論 

 

(1)研究のまとめ 

本研究では以下の3点を明らかにした.	

・2012年から2016年の間に217枚の耕作地の内,14枚の

耕作地が変化しており,世帯数の減少に伴ない,NPO

法人やボランティアにより耕作地の管理者が変化し

ている.	

・耕作地の変化の要因については,手入れの省力化が

最も大きな要因であるが,集落を魅力的に整備する

意図が働いている.	

・2012年から2016年の間に大神集落内の石積みの崩壊

箇所が16箇所増加したが,石積み学校の8回の開催に

より,開催地周辺の石積みが比較的良好に保全され

ている.	

	

(2)今後の展望 

本研究では石積みの修復と耕作地の変化の実態を明ら

かにした.収穫不能な耕作地が増加する中,耕作地がどの

ようにあるべきか集落外の活動団体と連携しながら活動

の方針を議論する必要がある.	

 

謝辞：本研究のヒアリング調査において高開文雄氏,高

開峯子氏,真田純子東京工業大学准教授,大神集落の住民

の方々,美郷ほたる館の方々には多大なご協力を頂いた．
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